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１. 本制度について

グループで学びたい！チャレンジしたい！を形にし、
学⽣⾃らの成⻑につながる取り組みへの財政的⽀援として⽀給する奨励⾦
本制度は、本学校友会会員からの寄付が原資となります
※⽴命館⼤学の卒業⽣の組織（会員数は38万⼈）

⽴命館⼤学校友会 会⻑より

あなたたちの「挑戦」は、あなたたちを必ず強くする。
そして、未来を切り拓く。
⽴命館の挑戦が⽇本の未来への挑戦になる、私はそう確信しています。
⽴命館⼤学校友会は、⾃ら挑戦し、新しい未来を切り拓くみなさんを応援します。
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１. 本制度について

さまざまな学⽣と出会えて互いにアドバイスしあえた
校友（OB）の⽅とつながりができた、社会⼈からの視点でアドバイスをもらえた
異なる⽬的や⽬標に向かってチャレンジしている学⽣と意⾒交換ができて視野が広がった
成果発表の舞台があるので⾃分の成⻑につながった
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奨励⾦額
新規団体 年額15万円、30万円、50万円 ※2021年度以降初出願であること
継続団体 年額15万円 ※2025年度からの継続

奨励⾦の使途について
 2026年4⽉から2027年3⽉末までの活動にかかる経費が対象＿

※経費⼀覧を2027年2⽉末に学⽣オフィスに提出することが求められます
※奨励⾦に残額がある場合は、⼤学への戻⼊が必要です
※詳細の領収書等は原則求めませんが、使途が不透明なものに限り、
証憑を求める場合がありますので、領収書等の控えを適切に保管しておいてください

奨励⾦額
新規団体 年額15万円、30万円、50万円 ※2021年度以降初出願であること
継続団体 年額15万円 ※2025年度からの継続

奨励⾦の使途について
 2026年4⽉から2027年3⽉末までの活動にかかる経費が対象＿

※経費⼀覧を2027年2⽉末に学⽣オフィスに提出することが求められます
※奨励⾦に残額がある場合は、⼤学への戻⼊が必要です
※詳細の領収書等は原則求めませんが、使途が不透明なものに限り、
証憑を求める場合がありますので、領収書等の控えを適切に保管しておいてください

１. 本制度について
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出願資格
①本学の学部学⽣・⼤学院学⽣（研究科（修⼠課程、博⼠課程前期課程もしくは⼀貫制

博⼠課程の１年次もしくは２年次または専⾨職学位課程））に在学する正規⽣3名
以上を含んで構成されている団体であること（給付時の資格が在学・留学のもの）。

※学部・研究科・回⽣等の多様な学⽣が構成する団体であることが望ましい。
※三役（代表・副代表・会計）が本学の学部学⽣・⼤学院学⽣で構成されていること。

→博⼠課程後期課程については、三役×、メンバー〇

②本学専任教職員（任期の定めのない教職員）からの推薦を受けていること。
※推薦者は、⽇常の活動において、指導・助⾔いただける⽅を選任してください。

注１！学友会所属団体、その他学⽣部⻑が認めた団体（学部プロジェクト団体等）は対象外
注２！正課授業の団体（正課ゼミ、⾃主ゼミ等）は対象外

２. 出願の要件
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 書類（趣旨の合致）
・SDGs（持続可能な開発⽬標）の17の⽬標に資する活動であるか。
・本学学部・⼤学院の学⽣によるコミュニティによる⾃主的な正課外活動であるか。
・活動⽬的が明確で具体性および実現可能性があるか。

 ⾯接（選考基準）
①計画の具体性および実現可能性
②活動⽬的の明確さ
③活動成果の社会還元の⾒込み
④活動実績
⑤活動実績から⾒出された課題を解決するための⽅策と実現可能性

※④⑤は継続出願の団体のみ

 書類（趣旨の合致）
・SDGs（持続可能な開発⽬標）の17の⽬標に資する活動であるか。
・本学学部・⼤学院の学⽣によるコミュニティによる⾃主的な正課外活動であるか。
・活動⽬的が明確で具体性および実現可能性があるか。

 ⾯接（選考基準）
①計画の具体性および実現可能性
②活動⽬的の明確さ
③活動成果の社会還元の⾒込み
④活動実績
⑤活動実績から⾒出された課題を解決するための⽅策と実現可能性

※④⑤は継続出願の団体のみ

3. 選考のポイント
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採⽤件数出願団体数
20団体25団体2021年度
31団体39団体2022年度
36団体49団体2023年度
30団体41団体2024年度
27団体41団体2025年度

4. これまでの採⽤件数と採⽤事例
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テーマ団体（例）

軽井沢観光客を誘致し、⼩規模ワイナリー群の魅⼒を発信するイベントで地域活性化を図る⽴命館ワイナリー

群⾺県内の村落における、⾃然環境保護の視点に⽴ったマイクロ⽔⼒発電所の製作みずのわ

BKCと南草津の街が相互に連携して防災活動を実施し、地域全体の防災⼒向上に寄与する⼤学⇔地域連携防災⼒向上委員会

貧困問題とフードロス解決のためのフードバンク活動Ritsumeikan Food Bank

鴨川の清掃活動をはじめ、映画上映会などの活動を通し地域における憩いの場である鴨川を守るカモシネマ20実⾏委員会

万博を通して⽇本⽂化を親しみやすいものにし、継承していくきっかけを作る⽴命館⼤学万博学⽣委員会
おおきに⽇本⽂化班桜

4. これまでの採⽤件数と採⽤事例
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5. 申請するには

https://www.ritsumei.ac.jp/scholarship/extracurricular/list01.html/
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5. 申請するには

https://www.ritsumei.ac.jp/scholarship/extracurricular/list01.html/
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５. 申請するには
制度名称；⽴命館⼤学校友会未来⼈財育成奨励⾦(団体⽀援)

募集期間；2026年4⽉28⽇（⽕）10時から 5⽉12⽇（⽕）17時（⽇本時間）

提出先フォーム（URLは募集ページにあり）に以下必要書類を添付して申請してください。

①出願書（原本は募集ページにあり）： ※Excel版と、それをPDF化し必ず内容確認後 両⽅の書類を提出
②その他活動実績があれば添付
③経費の⾒積もり書などがあれば添付

【過年度活動報告はこちら】 奨学⾦活動報告 | 学⽣の学びと成⻑を⽀援する-奨学⾦・助成⾦制度活動報告
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6. 今後のスケジュール
内容⽇程（予定含む）

出願締め切り2026年5⽉12⽇(⽕）17時
書類選考結果通知（メールもしくはSTUDENTPORTAL）6⽉2⽇(⽕)17時
⾯接（いずれか1⽇）
時間帯：平⽇19時〜20時30分 ⽇曜⽇9時30分〜17時30分

6⽉8⽇(⽉)〜12⽇(⾦)
6⽉7⽇(⽇)・14⽇(⽇)

⾯接結果通知（メールもしくはSTUDENTPORTAL）6⽉23⽇(⽕)12時
採⽤説明会 ＠朱雀キャンパス6⽉30⽇(⽕)18時
中間報告会10⽉予定
経費⼀覧書中間報告12⽉予定
最終経費⼀覧書・成果報告書提出
成果報告会への参加

2026年2⽉末〜3⽉
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願書作成上の留意点

様式１ 活動⽬的、ビジョン
様式２

メンバーリスト

様式４

経費
様式５

推薦⽂

様式３

具体的な活動計画

様式６
（継続の団体のみ）

様式7

これまでの活動実績

（任意）
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・⽬標達成のための「必要経費」と読み取れるかどうか
・備品と消耗品の違い

募集要項で規定されている「査定の対象費⽬」と「出願内容」
それらに整合性があるか？

願書作成上の留意点
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活動のゴール（⽬標）や活動の⽬的が明確に記載されているか
⽬標達成のため、実現可能な計画が記載されているか
奨励⾦の使途（本質からずれていないか）

⾯接選考では、みなさんのビジョンや⽬的、⾏動計画に
じっくり時間をかけて伝えることができると思います！
課題解決にむけた思いを語ってください！

願書作成上の留意点
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個別に質問したい⽅は mana-com@st.ritsumei.ac.jp
宛にお問合せください。

件名に必ず「校友会未来⼈財育成奨励⾦」
本⽂に①学⽣証番号②⽒名③メールアドレス（学内）
を付記の上、お問合せください


